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1．緒　言

　文部科学省は「教育の情報化に関する手引」（2010）、
「第2期教育振興基本計画」（2013）、「教育の情報化加
速化プラン」（2016a）等において、情報教育及び教科
指導におけるICT活用を言及している。近年、教育現
場では電子黒板やプロジェクターなどが導入され、情
報端末やパワーポイントなどを活用した授業が普及
し、調べ学習も紙媒体ではなく、タブレットによるイ
ンターネット検索が積極的に行われるようになった。
教具としてICTを活用することで、情報を視覚化で
き、児童・生徒個人の考えを教室全体で共有できるよ
うになった。ICTの特長を生かすことで新学習指導要
領（文部科学省2017）に組み込まれた主体的・対話的
で深い学びであるアクティブラーニングや課題発見・
解決型の学習が容易となり、子どもたちの現代社会で
生かすことができる学力の確立と定着がますます期待
されている。
　家庭科は衣食住などに関する実践的・体験的な活動
を通して、日常生活に必要な基礎的・基本的な知識及
び技能を身に付けるとともに、家庭生活を大切にする
心情を育み、家族の一員として生活をよりよくしよう
とする実践的な態度を育てる科目である。特に、実技
をともなう調理実習や被服実習では、子どもの習得
度は個々の能力や経験の影響を受けやすいが、視覚的
に分かりやすいICTを活用することで教育効果を高
められると期待できる。高校生を対象に食材や調理器
具を使用して調理方法を動画で示すと、「示範の手元
がよくわかる」、「作る料理の実態が視覚的に把握でき
る」などの利点がある（沼田・嶋田2005、根建ら2014）。
被服実習においても、高校生や大学生に対してデジタ
ル教材を活用すると、半返し縫い、まつり縫いなどの

裁縫ができる、また上達したという研究例がある（萩
原・赤塚2011、高橋ら2016）。また、授業の理解度、習
得度の向上だけを目的とするのではなく、学習者の予
復習の教材として活用することが有効であるとされて
いる。
　しかし、従来は紙媒体（教科書、資料）、板書、示範
などを中心に授業が進められてきた。教員の一方的な
指導になりやすく、子どもたちの理解度を把握するこ
とは難しいとされてきたが、子どもたちの個々のアイ
デアや想像力を豊かにし、いろいろな経験や地域性を
十分に生かすことができる利点もある。たとえば、食
文化は代々その地域の伝統を重んじて伝統野菜を選ん
だり、家庭の味付けをしたりして人から人へ伝承され
てきた。現代はICT活用によって子どもたちの学習意
欲を高めたり、情報社会で生きる力を養うことが可能
となったが、個性を引き伸ばしたり、文化を継承した
りすることも重要である。
　そこで、本研究では小学校高学年家庭科の調理実習
で取り扱われている「みそ汁」を題材とし、従来法の
授業（紙媒体、教員の示範）とICT活用の授業を実施
し、評価票からそれぞれの教育効果（理解度、習得度
など）を調べ、授業教具の種類が教育効果に及ぼす影
響について考察した。元来、みそ汁は和食の一つとし
て知られ、用いる食材（みそ、だし）からその食文化
や地域性を学べ、基本的な野菜の切り方、煮方などの
技能を習得することができる。小中高の家庭科で最も
基礎的で日常生活に欠かせない料理を取り上げ、教員
はどのように授業を展開し教育効果の向上に結び付け
ていくべきか、また今後の家庭科の在り方について考
える機会としたい。
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2．方法

2－1　「みそ汁」の動画教材の製作の試み
　平成29年度調理実習Ⅱを受講した大学2年生30人を
6グループに分け、小学校高学年家庭科で取り扱われ
る「みそ汁」について、その調理工程を示す動画教材
をグループ毎に製作した（図1）。製作の目的は、調理
の基礎的な技術を改めて認識するとともに、教示した
いポイントを考えながら情報機器の操作方法を学ぶこ
とである。
　みそ汁の具材には人参・じゃがいも・油揚げ・わか
め・八丁味噌・にぼし（だし用）を用い、調理実習室
にて調理した。食材の切り方、火の通り方などが分か
るようビデオカメラや携帯電話などを用いて撮影し、
その後、動画編集ソフトにより動画全体が5分間程度
になるように編集した。画像には作業工程を字幕で解
説するとともに、だしの取り方、食材の栄養素などの
情報も盛り込んだ。

2－2　調査の内容と方法
　教育学部の大学生30人を対象に、2017年7月に実施
した。みそ汁の調理工程についてA 示範と紙媒体（図
2）、又は前述のB動画を活用して説明した。Aは90分
間とし、その間に対象者に茹で具合の異なる野菜（生、
加熱後）や試食用のだしを配布し、食材の状態を確認
してもらった。教具が異なると、またICTを活用する
とどの程度、教育効果が変化するかを把握するため、
評価票（図3）を用いて「Ⅰ調理実習の理解度」、「Ⅱ
学習意欲・創意工夫」、「Ⅲ教員の立場になったら」の
3項目について調べた。Ⅰの項目については3段階評
価法（分かりやすい3点、ふつう2点、分かりにくい1
点）により評価していただき、Ⅱ（A、B、どちらでも

よい）及びⅢ（A、B、どちらも使用）については択一
とした。なお、Ⅰの結果についてはExcel 2016を用い
てT-testで有意差検定した（p<0.05）。

3．結果と考察

3－1　「みそ汁」の動画製作
　受講者の感想には、「動画の製作に時間を要したが、
調理の工程を改めて認識することができた」、「野菜の
切砕時に手元をきれいに映すため、いろいろな角度か
ら調理過程を撮影する必要があった」、「調理作業以外
の情報を提供するには、視覚的にも内容的にもわかり
やすくする必要があった」などがあった。みそ汁の調
理には基礎的な技術しか求められないが、視聴する者
に何を伝えたいのかをよく考えて撮影し、動画編集を
しないといけないことがわかった。

3－2　調理実習「みそ汁」の授業評価
Ⅰ理解度
　図3の評価票を用いてみそ汁の調理実習に関する理
解度について調べ、その平均得点を表1に、得点割合は
図4に示した。（1）調理手順、（2）食材の切り方、（3）
だしの取り方（4）みその溶かし方について大学生30
人に問うと、Aの示範、Bの動画活用はともに平均理
解度は2.6点以上を示し、調理作業についてはいずれの
指導方法でもよく理解できることがわかった（表1）。
また、（5）調理器具の取り扱いについてはAが2.73点、
Bは2.30点となり、有意にAが高かった（p＜0.05）。
　（6）食文化や栄養の知識については、B（2.80点）が
A（2.13点）を上回り、動画を用いて視覚的に情報を示
すと学習者の理解が深まりやすいことがわかった（表
1）。しかし、（7）の加熱中の野菜の固さ・においの変

図1　「みそ汁」の動画（一部抜粋）
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図2　配布資料（レシピと課題）
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図3　評価票
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化、（8）みそ汁の塩加減、（9）食材の鮮度については、 
いずれの項目においてもAがBよりも有意に高かった
（p<0.05）。これらの項目については、Bの動画活用の
場合、回答者30人のうち60％以上の者が分からない
（1点）を選んでおり（図4）、味覚、触覚、視覚などの
五感に関する情報は、教員による示範の方が共有しや
すいことがわかった。たとえば、（9）食材の鮮度は料理
の基礎的、基本的な重要事項である。調理では衛生管
理の都合上、食材をはじめ、食器や調理器具の管理が
大切で、使用前の食材が新鮮であるかを観察したり、
確かめることは重要で、動画からは野菜の状態まで明
確に把握することは困難であることを示している。こ
れまで調理の仕方、手技についての動画に関する検討
がなされてきたが（沼田・嶋田2005、根建ら2014）、本
研究では五感の習得に関する新しい知見を得ることが
できた。教員が授業のねらいを明確に定め展開するこ

とはもちろんであるが、使用する教具の種類によって
得られる効果が異なる可能性があることがわかった。
　教具の特徴をよく理解し、上手に活用すれば多くの
学びができると推察される。ICT活用が推奨されてい
る中、従来法のAを用いると調理中の味やにおいなど
の食材の状態変化をよく理解でき、視覚的記憶だけで
なく体験的記憶に基づいた経験が今後の日常生活に生
かされると期待できる。
　また、全ての項目の合計を平均すると、Aが23.37点、
Bは20.33点となった（表1）。設定した調査項目の内容
に依存する可能性はあるが、本調査ではAの方が総合
的に理解しやすかったことが示された。
Ⅱ学習意欲と創意工夫
　（1）学習意欲についてはAが12人（40.0％）、Bは6
人（20.0％）、どちらでもよいは12人（40.0％）となっ
た（表2）。また（2）家庭での復習意欲については、ど

表1　みそ汁の調理に関する理解度の平均得点

（点）
Ⅰ　項目 A　示範 B　動画活用

（1）調理手順 2.77 2.87
（2）食材の切り方 2.77 2.83
（3）だしの取り方 2.63 2.63
（4）みその溶かし方 2.63 2.73
（5）調理器具の取り扱い 2.73a 2.30b

（6）食文化や栄養 2.13b 2.80a

（7）加熱中の野菜の固さ、においの変化など 2.80a 1.33b

（8）みそ汁の塩加減 2.40a 1.43b

（9）食材の鮮度 2.50a 1.40b

合計得点 23.37a 20.33b

（n=30、a、b：p<0.05）

図4　みそ汁の調理に関する理解度の得点割合（回答者30人）
（分かりやすい：3点、ふつう：2点、分かりにくい：1点）

食文化や栄養 食文化や栄養



筒井 和美 ・ 綱木 亮太

― 48 ―

ちらでもよいが17人（56.7％）と半数を占めた。残り
はAが6人（20.0％）、Bは7人（23.3％）とほぼ同人数
となった。本来はAやBの授業実施後に、改めて子ど
もたちに学習や復習をしたかと問うべきであるが、本
研究で取り扱った題材については教具の種類によって
学習や復習の意欲はあまり変わらないことが示唆され
た。
　（3）料理のアレンジについてもAが20人と全体の
約7割（66.7％）を示し、B（2人、6.7％）、C（8人、
26.7％）はともに少なかった（表2）。Aの割合が高い
のは、調理器具や野菜の大きさが実寸大で確認できた
り、試食ができた点が影響したと考えられた。（4）調理
の出来映えについてはBの13人（43.3％）が最も多く、
どちらでもよいが10人（33.3％）、Aは7人（23.3％）
であった。Bの回答者が最も多かったことから、動画
の活用は、示範よりも料理の失敗が軽減できるのでは
ないかという結果になった。前述のように食材の状態
に関する体験的記憶も大切であるが、料理を失敗せず
完成させる過程は何よりも大きな喜びにつながり、大
事な記憶になる。
　以上より、教員が教示したい内容によって教具を選
択し、子どもの個々の調理技能の能力に応じて臨機応
変に対応していけばよいと推察された。

　本研究ではみそ汁の調理について熟知している大学
生を対象に調査したが、今後は小学生を対象者とし、
教具の種類がどのような効果をもたらすかを検討する
必要がある。また、学習意欲はAやBの授業後に後日
改めて問い、行動の変容があったのかを確認すること
が重要である。
Ⅲ教具の選択
　教育学部の大学生に対し教員になった場合、調理実
習でどちらの教具を使用したいかを問うと、回答者30
人のうちAが5人（16.7％）、Bは4人（13.3％）で、ど
ちらも使用は21人（70.0％）と最も多かった（図5）。
この結果から、教員のこれまでの経験、ICT活用指導
力（文部科学省、2016b）によって教具の種類や活用
の方法は異なるが、前述のようにいろいろな教具を織
り交ぜて、学校の施設規模や子どもの能力に合わせて
適正に使用すれば良いと考えられる。いかなる場面で
もICTを活用するのではなく、伝達したい事柄や内容
によって教具を取捨選択すれば教育効果をいかように
でも高められると推察できる。
　さらに、表3に教具の選択理由について一部を抜粋
し、整理した。示範のAを選んだ者は、手元を間近で

表2　調理実習の学習意欲と創意工夫

人（％）
Ⅱ　項目 A　示範 B　動画活用 どちらでもよい

（1）学習意欲 12（40.0） 6（20.0） 12（40.0）
（2）家庭での復習 6（20.0） 7（23.3） 17（56.7）
（3）料理のアレンジ 20（66.7） 2（ 6.7） 8（26.7）
（4）調理の出来映え 7（23.3） 13（43.3） 10（33.3）

（n=30） 図5　調理実習における教具の選択

表3　調理実習における教具の選択理由（一部抜粋）

Ⅲ　記載例

A　示範

・間近で見ることができるから。
・実演時間がかかるため、子どもの集中力がなくなりやすい。
・目の前で調理を行うことで生徒の興味を引くことができる。
・実際に生徒ににおいや固さを分かってもらった方が印象に残るから。

B　動画活用

・示範がない分、生徒に目が行き届きやすく安全である。
・失敗した時、もう1回同じ調理工程を繰り返して見たい時、ICT活用の方が良い。
・ 準備時間や手間を省いて、重要な調理作業だけを抜粋して紹介したり、様々な角度から
手元を見せたりできる。示範ではクラス全員が手元を見せられないこともあるが、そ
れを解消できる。

Ｃ　どちらも使用

・ 動画を用い調理手順を見せながら、野菜の固さや色については予め教員が事前に用意
しておいたものを見せればよいと思うから。また、調理実習中に動画をずっと流して
おくと生徒が困ったときに個人で確認でき、実習後は、自宅で紙面の資料で復習すれ
ば良い。そのため、ICTと配布資料の良さを組み合わせた授業にすればよいと思う。
・ ICTは手順が分かりやすく全体像が把握しやすいため、作業に取り掛かりやすい。教
員の示範と資料の良い点は実際に触れながら五感で学習できる。

70.0％

16.7％

13.3％
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見ることができる他、生徒の興味を引けるからと記述
していた。動画活用のBの場合、示範を動画で置き換
えることで生徒の安全面に留意しやすく、また、不明
点の理解や復習を目的に動画を再生することで学習効
果を高められる等が記述されていた。
　A、Bのどちらも使用を選んだ者は資料、示範、動
画などのそれぞれの特長をいかして、これらを組み合
わせた授業にすればよいという意見が多かった。
　本研究ではみそ汁を題材にしたが、他の題材や課題
の場合、教具の種類がどのような教育効果をもたらす
かを検討するとともに、動画自体の内容を改良する必
要があると考える。たとえば、調理中は食材が切砕さ
れる音、加熱される音などが生じるため、食材の色の
変化だけでなく動画編集時に調理音も取り込んでいく
べきである。教員がさまざまな教具を活用してより質
の高い授業をした上で、子ども自身が家庭科の学習の
ために教具を使用する場面と場所を選択できるような
環境が整備されれば、現代社会で生きる力を十分に習
得できるだろう。

4．要約と課題

　学習指導要領に基づいて小学校高学年家庭科の「み
そ汁」の調理実習において、教具の種類が教育効果に
及ぼす影響を評価票により調べた。
　ICT活用の一環として調理作業の工程を示す動画を
授業で活用すると、調理手順や食材の切り方、だしの
取り方などについては、従来法の示範や配布資料で行
う授業と同じ理解度を示した。しかし、加熱中の野菜
の固さ、においの変化などについては、示範の方が有
意に理解度は高かった（p<0.05）。一般に子どもの能力
や経験により理解度は大きく異なるが、教具の特長を
いかして授業で活用することで教育効果を高められる
と推察された。
　授業の題材や対象者にあわせて調理実習の教育効果
の向上に役立つ教具の種類を検討したり、その教具を
使用する場面を考えたりする必要がある。
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